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Contents 雪ゆ
き

輪わ

の
滝～

雄
大
に
し
て
可
憐
～

（
北
宇
和
郡
松
野
町
）

　

四
万
十
川
の
支
流
の
源
流
域
、
鬼
ヶ

城
山
系
に
抱
か
れ
た
全
長
12
㎞
の
大
渓

谷
。滑
ら
か
な
岩
肌
が
特
徴
で
、滝
や
淵
、

奇
岩
が
随
所
に
見
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
、
幅
20
ｍ
長
さ
80
ｍ
の

巨
大
な
一
枚
岩
の
上
を
流
れ
る
「
雪
輪

の
滝
」
は
、
淡
雪
の
よ
う
な
紋
様
の
美

し
い
清
流
が
特
徴
で
あ
り
、
日
本
の
滝

百
選
に
も
認
定
さ
れ
て
い
る
滑
床
渓
谷

の
象
徴
で
す
。

　

夏
季
に
な
る
と
、
キ
ャ
ニ
オ
ニ
ン
グ

（
渓
谷
や
沢
を
下
る
ア
ウ
ト
ド
ア
ス

ポ
ー
ツ
）
や
ア
メ
ゴ
釣
り
な
ど
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
、
家
族
連
れ
や
多
く
の

観
光
客
で
賑
わ
い
ま
す
。

○令和元年度通常総会

○県青連・県女性連通常総会

○消費税引き上げに伴う関連施策

○小規模企業向けBCPの策定（第一回）

○先端設備導入計画

○小規模事業者持続化補助金活用事例

○商工会セミナーのご案内

○人事異動

表紙写真提供：松野町商工会

商
工

会
だ

よ
り
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商
工
会
連
合
会
は
、
令
和
元
年

度
通
常
総
会
を
、
５
月
28
日
、
愛

媛
県
知
事
、四
国
経
済
産
業
局
長
、

愛
媛
県
議
会
議
長
を
は
じ
め
、
多

数
の
来
賓
の
ご
臨
席
を
賜
り
開
催

し
た
。

　

初
め
に
村
上
会
長
よ
り
、
我
々

を
取
り
巻
く
環
境
は
、人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
、
人

手
不
足
問
題
な
ど
構
造
的
な
課
題

に
直
面
し
て
い
る
。
し
か
し
、
絶

え
ず
時
代
の
潮
流
を
摑
み
、
柔
軟

に
対
応
し
続
け
る
こ
と
で
、
地
域

経
済
を
支
え
る
中
小
・
小
規
模
事

業
者
の
活
力
を
取
り
戻
す
源
泉
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。
本
会
は
、

引
き
続
き
、
伴
走
型
の
支
援
に
徹

し
、
経
営
力
向
上
に
取
り
組
む
。

　

ま
た
、
小
規
模
支
援
法
の
改
正

に
よ
り
、
地
元
自
治
体
と
共
同
で

の
事
業
継
続
力
強
化
支
援
計
画
の

策
定
が
商
工
会
の
役
割
と
し
て
、

新
た
に
追
加
さ
れ
る
見
込
み
で
あ

る
。
本
会
は
、
県
内
の
全
商
工
会

が
認
定
さ
れ
る
こ
と
で
、
災
害
等

で
被
災
し
た
事
業
者
が
早
期
に
事

業
を
再
開
で
き
る
環
境
の
整
備
に

努
め
る
。

　

一
方
、
消
費
増
税
に
伴
う
軽
減

税
率
制
度
対
策
セ
ミ
ナ
ー
や
事
業

承
継
セ
ミ
ナ
ー
及
び
販
路
拡
大
・

販
売
促
進
を
目
的
と
し
た
商
談
会

の
開
催
や
役
職
員
の
意
識
改
革
と

若
手
人
材
の
早
期
育
成
に
も
取
り

組
む
と
と
も
に
、
会
員
増
強
に
努

め
、
組
織
の
強
化
に
も
取
り
組
ん

で
い
く
旨
の
挨
拶
を
し
た
。

　

続
い
て
、来
賓
の
愛
媛
県
知
事
、

四
国
経
済
産
業
局
長
、
愛
媛
県
議

会
議
長
か
ら
祝
辞
を
頂
い
た
。

　

議
長
に
は
、
松
前
町
商
工
会
会

長
が
指
名
さ
れ
、
平
成
30
年
度
の

事
業
報
告
・
収
支
決
算
の
承
認
を

始
め
、
５
議
案
が
審
議
さ
れ
、
原

案
通
り
承
認
、
議
決
さ
れ
た
。

　

第
５
号
議
案
の
役
員
補
充
選
任

で
は
、
次
の
３
名
が
新
役
員
に
決

定
さ
れ
た
。

■
役
員
人
事

　
〔
新
任
〕

　
専
務
理
事　

飯
尾　

智
仁

　

理　

事　

稲
田　
　

裕（
県
青
連
）

　

理　

事　

壷
内
真
由
美（
県
女
性
連
）

　
〔
退
任
〕

　

理　

事　

山
田　

宏
介（
県
青
連
）

　
　
　
　
　

西
岡
千
代
子（
県
女
性
連
）

■
商
工
会
長

　
〔
新
任
〕
山
本　

昭
宏
（
中
島
）

　
〔
退
任
〕
俊
成　

慶
久
（
中
島
）

来年度予算事業

令
和
元
年
度　
商
工
会
連
合
会
通
常
総
会
開
催

村上会長挨拶

■平成30年度優良商工会
☆共済事業
【優秀賞（貯蓄共済）】
　双海中山、長浜町、保内町、
　吉田三間、津島町
【特別賞（貯蓄共済）】
　北条、双海中山、長浜町、保内町、
　吉田三間、津島町
【特別優秀賞（貯蓄共済）】
　保内町、津島町
【優秀賞（福祉共済）】
　越智、しまなみ、東温市、
　久万高原町、長浜町、津島町

☆会員増強運動
【優良賞（新規10〜20件）】
　越智、しまなみ、北条、久万高原町、
　松前町、長浜町、鬼北町
【優良賞（新規21件以上）】
　周桑、東温市、内子町、西予市、
　愛南町
【優秀賞（純増）】
　土居町、周桑、中島、東温市、
　松前町、長浜町、内子町、愛南町

経
営
改
善
と
ま
ち
づ
く
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー
　
商
工
会
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

商
工

会
だ

よ
り

-P
D

F
作

成
用
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県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
は
、

５
月
９
日
（
木
） 

ネ
ス
ト
ホ
テ
ル

松
山
で
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
部
員
増
強
が

顕
著
で
あ
っ
た
３
商
工
会
青
年
部

に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。

　

総
会
で
は
、
西
予
市
の
宇
都
宮

前
部
長
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
平

成
30
年
度
事
業
報
告･

収
支
決
算
、

令
和
元
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予

算
、
任
期
満
了
に
伴
う
新
役
員
の

選
任
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
の
指
導
者
研
修
会
で
は
、

最
初
に
主
張
発
表
県
大
会
が
行
わ

れ
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
か
ら
青

年
部
活
動
を
通
じ
た
地
域
振
興
の

成
果
な
ど
が
発
表
さ
れ
た
。

　

審
査
の
結
果
、
東
予
ブ
ロ
ッ
ク

選
出
の
中
坂
富
雄
部
員
が
最
優
秀

賞
と
な
り
、
10
月
４
日
（
金
）
に

島
根
県
で
開
催
さ
れ
る
中
四
国
大

会
に
本
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
。

　

続
い
て
、
コ
ン
テ
ッ
ク
ス
株
式

会
社　

代
表
取
締
役
社
長
近
藤
聖

司
氏
よ
り
、『
今
治
タ
オ
ル
産
業

の
復
活
と
ブ
ラ
ン
ド
構
築
』
を

テ
ー
マ
に
基
調
講
演
が
行
わ
れ

た
。
参
加
者
か
ら
は
、
ブ
ラ
ン
ド

戦
略
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
が

深
ま
る
と
と
も
に
、
ブ
ラ
ン
ド
構

築
に
は
地
域
一
体
の
取
り
組
み
が

不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
声
が
多
く

聞
か
れ
た
。

【
県
青
連　

新
役
員
】

○
会
長 

　

稲
田　
　

裕
（
長
浜
町
）

○
副
会
長

　

稲
垣　
　

陽
（
し
ま
な
み
）

　

壽
野　

博
志
（
砥
部
町
）

　

尾
花
慎
太
郎
（
内
子
町
）

　

金
谷　

裕
貴
（
松
野
町
）

○
常
任
委
員 

　

曽
我
部
数
也
（
周　

桑
）

　

多
田　

克
徳
（
越　

智
）

　

水
田　

浩
亮
（
東
温
市
）

　

松
室　

純
平
（
松
前
町
）

　

井
上　

智
博
（
保
内
町
）

　

三
好　

敏
博
（
西
予
市
）

　

村
上　

陽
祐
（
津
島
町
）

　

坂
本　
　

剛
（
愛
南
町
）

○
監
査
委
員

　

中
家　

大
輔
（
久
万
高
原
町
）

　

冨
永　

敬
三
（
川　

上
）

【
青
年
部
主
張
発
表
結
果
】

最
優
秀
賞　

中
坂　

富
雄（
上
島
町
）

優
秀
賞　

二
宮　

大
樹（
保
内
町
）

敢
闘
賞　

田
中　

洋
平（
松
前
町
）

　

〃　
　

山
口　
　

哲（
松
野
町
）

　

県
女
性
部
連
合
会
は
、
５
月
８

日
（
水
）
メ
ル
パ
ル
ク
松
山
に
お

い
て
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
部
員
増
強
に

功
績
の
あ
っ
た
８
商
工
会
女
性
部

が
表
彰
さ
れ
た
。

　

総
会
で
は
、
津
島
町
の
前
田
部
長

が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
平
成
30
年
度

事
業
報
告･

収
支
決
算
、
令
和
元
年

度
事
業
計
画･

収
支
予
算
、
新
役
員

の
選
任
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
の
指
導
者
研
修
会
で

は
、「
西
日
本
豪
雨
災
害
か
ら
学

ぶ
災
害
対
策
と
は
」
と
題
し
て
、

４
名
の
事
例
発
表
が
行
わ
れ
た
。

写
真
で
被
害
状
況
を
説
明
し
な
が

ら
、
命
の
大
切
さ
や
町
の
復
興
を

願
う
姿
に
参
加
者
か
ら
は
、
身
近

な
地
域
で
こ
の
よ
う
な
体
験
を
さ

れ
た
こ
と
に
驚
く
と
と
も
に
災
害

へ
の
備
え
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら

れ
る
貴
重
な
発
表
だ
っ
た
と
の
声

が
多
く
聞
か
れ
た
。

【
県
女
性
連　

新
役
員
】

○
会
長

　

壷
内
真
由
美
（
周　

桑
）

○
副
会
長

　

中
司
み
な
え
（
し
ま
な
み
）

　

野
間
と
し
子
（
東
温
市
）

　

土
居　

美
幸
（
愛
南
町
）

○
常
任
委
員

　

苅
田　

佳
子
（
土
居
町
）

　

中
浦　

一
美
（
上
島
町
）

　

中
島　
　

瞳
（
松
前
町
）

　

池
本　

千
代
（
砥
部
町
）

　

中
田　

和
世
（
内
子
町
）

　

梅
原
い
せ
よ
（
西
予
市
）

　

稲
垣　

優
子
（
吉
田
三
間
）

　

二
宮　

恵
美
（
鬼
北
町
）

○
監
査
委
員

　

石
山　

隆
子
（
越　

智
）

　

井
手
美
智
子
（
北　

条
）

県青連新役員・新部長

コンテックス㈱　代表取締役社長
近藤 聖司 氏

最優秀賞　中坂 富雄 氏

吉田三間商工会女性部　清家副部長

県女性連新役員

県
青
連
・
県
女
性
連

令
和
元
年
度
通
常
総
会
開
催

青
年
部
女
性
部
に
加
入
し
て
、
資
質
向
上
と
人
脈
形
成
、
視
野
拡
大
と
地
域
振
興
を

商
工

会
だ

よ
り

-P
D

F
作

成
用
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1,000

税
制
改
正
に
備
え
、
適
切
に
対
応
し
ま
し
ょ
う

商
工

会
だ

よ
り

-P
D

F
作

成
用
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キャッシュレス・消費者還元事業
中小・小規模事業者の皆様のキャッシュレス導入を支援する事業 https://cashless.go.jp

軽減税率対策補助金
消費税の軽減税率対応のためのレジ・システム補助金 http://kzt-hojo.jp

・10月１日以降、対象の店舗でキャッシュレス支払いをした方にはポイント還元等を実施。
・対象店舗への、キャッシュレス決済の導入を支援。

軽減税率対策補助金とは

キャッシュレス・消費者還元事業とは

主な対象決済手段

軽減税率制度対応として、３つの申請類型があります。

本制度では、電子的に繰り返し利用できる決済手段が対象となります。

クレジットカード/デビットカード 電子マネー QRコード モバイル決済

消費税軽減税率制度の実施に伴い対応が必要となる中小企業・小規模事業者等に対して、複数税率対応レジや券売機の
導入や改修、受発注システム、請求書管理システムの改修等に要する経費の一部を補助することにより、導入等の準備
が円滑に進むよう支援する制度です。

複数税率対応レジ
の導入支援

軽減税率対象商品を将来にわたり
継続的に販売するために複数税率
対応レジ又は区分記載請求書等保
存方式に対応した請求書等を発行
する券売機を導入又は改修。

A型 受発注システム
の改修等支援

軽減税率対象商品を将来にわた
り継続的に取扱うために、電子
的受発注システムの改修・入替。

B型 請求書管理システム
の改修等支援

軽減税率に対応するために必要
となる区分記載請求書等保存方
式に対応した請求管理システム
の改修・導入。

C型

支
援
制
度
・
補
助
金
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

商
工

会
だ

よ
り

-P
D

F
作

成
用
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【
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継
続
計
画
）と
は
】

　

企
業
が
緊
急
事
態（
自
然
災
害
、

大
火
災
、
感
染
症
等
）
に
遭
遇
し

た
場
合
、
事
業
の
損
害
を
最
小
限

に
抑
え
、
事
業
の
継
続
や
早
期
復

旧
が
で
き
る
よ
う
、
事
前
に
対
応

や
行
動
を
取
り
ま
と
め
た
計
画
を

指
し
ま
す
。

【
Ｂ
Ｃ
Ｐ
＝
防
災
計
画
＋
α
】

　

防
災
計
画
は
「
人
命
」
と
「
事

業
資
産
」
を
守
る
こ
と
が
目
的
で

あ
り
、
建
物
や
設
備
の
耐
震
性
、

耐
火
性
強
化
や
避
難
訓
練
、
物
資

等
の
備
蓄
と
い
っ
た
対
策
が
主
な

内
容
で
す
。

　

加
え
て
、
緊
急
事
態
の
発
生
の

備
え
、
ど
の
よ
う
に
事
業
の
継
続
や

早
期
復
旧
を
実
現
す
る
か
、
経
営
の

観
点
か
ら
検
討
し
ま
す
。こ
の
点
が
、

防
災
計
画
と
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

【
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
な
ぜ
必
要
か
？
】

（
緊
急
事
態
に
見
舞
わ
れ
た
時
）

・�

あ
な
た
の
会
社
は
、
生
き
残
る

こ
と
が
で
き
ま
す
か
？

・
従
業
員
を
守
れ
ま
す
か
？

・�

お
客
様
の
信
頼
を
維
持
で
き
ま

す
か
？

　

日
本
で
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災

や
東
日
本
大
震
災
な
ど
、
度
重
な

る
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
多
く

の
事
業
資
産
が
滅
失
し
、
取
引
先

へ
の
商
品
供
給
が
滞
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
復
旧
後
取
引
先
が

戻
っ
て
こ
ず
、
や
む
な
く
廃
業
と

な
っ
た
企
業
は
枚
挙
に
い
と
ま
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
も
、
事
前
に
復
旧
計
画

を
取
り
決
め
て
い
れ
ば
、
損
失
を

最
小
限
に
抑
え
ら
れ
た
可
能
性
が

高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

廃
業
は
経
営
者
だ
け
で
な
く
、

取
引
先
、
家
族
、
従
業
員
、
地
域

住
民
へ
も
深
刻
な
影
響
を
与
え
ま

す
。
経
営
者
は
そ
の
責
任
の
大
き

さ
を
自
覚
し
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
の
必
要

性
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　「先端設備等導入計画（生産性向上特別措置法により規定）」は、中小企業・小規模事業者等
が、設備投資を通じて労働生産性の向上を図るための計画です。
　認定を受けた場合は税制支援や金融支援などの支援措置を活用することが出来ます。
　詳しくは地元の商工会までお問合せください。

生産性を高めるための設備を取得した場合、固定資産
税の軽減措置（３年間、ゼロ～１/２の間で市町村の定
める割合に軽減）により税制面から支援
計画に基づく事業に必要な資金繰りを支援
（信用保証）
認定事業者に対する一部補助金における優先採択
（審査時の加点）

【支援措置】

認定経営革新等支援機関
例　・商工会・商工会議所・中央会
　　・地域金融機関
　　・士業等の専門家 等

先端設備等導入計画

事前確認
（必須）

経済産業大臣
（導入促進指針の策定）

市区町村
（導入促進基本計画の策定）

申請事業者
（中小企業等）

協議 同意

申請 認定

「先端設備導入計画」の概要

小
規
模
企
業
向
け
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
（
第
一
回
）

目標
復旧
時間

100％

0％

中核事業
を復旧する

時間

操
業
度
合

廃業

縮小

BCP
導入済緊急

事態

事
業
継
続
の
た
め
に
、
様
々
な
リ
ス
ク
に
備
え
ま
し
ょ
う

商
工

会
だ

よ
り

-P
D

F
作

成
用
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【
企
業
概
要
】

事
業
所
名
：
味
工
房
み
ち
よ

　

平
成
11
年
11
月
宇
和
島
市
吉
田

町
で
創
業
し
、
現
代
表
の
河
野
美

知
代
氏
と
娘
夫
婦
の
３
人
で
事
業

を
営
ん
で
い
る
。

　

地
元
の
郷
土
料
理
で
あ
る
「
太

刀
魚
巻
き
」
の
製
造
販
売
や
惣
菜

の
卸
し
を
行
っ
て
お
り
、
地
場
の

ス
ー
パ
ー
・
飲
食
店
を
は
じ
め
と

し
て
関
西
圏
に
も
顧
客
を
持
つ
。

【
取
組
の
経
緯
】

　

昨
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
、
国
道

56
号
沿
い
の
加
工
場
が
、
川
の
氾

濫
に
よ
る
濁
流
に
晒
さ
れ
、
建
物

が
全
壊
し
た
。
設
備
等
も
使
用
で

き
な
く
な
っ
た
事
か
ら
営
業
停
止

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

 

【
取
組
内
容
】

　

店
舗
移
転
に
伴
い
、
食
堂
機
能

を
加
え
た
工
房
を
新
設
し
、
既
存

事
業
に
加
え
て
飲
食
事
業
を
開
始

す
る
。　

　

新
事
業
を
通
じ
て
観
光
振
興
へ

の
貢
献
と
郷
土
料
理
の
普
及
に
繫

げ
る
。

○�

飲
食
事
業
に
伴
う
設
備
・
器
具

の
購
入

○
店
舗
看
板
の
設
置

○
新
聞
折
込
広
告
に
よ
る
周
知

【
代
表
者　

河
野
氏
の
声
】

　

今
回
の
災
害
を
受
け
、
多
大
な

被
害
を
被
り
ま
し
た
が
、
３
人
の

家
族
の
気
持
ち
は
切
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
本
補
助

金
を
活
用
し
、
１
月
29
日
か
ら
新

店
舗
に
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
お
客

様
に
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
誠
心

誠
意
頑
張
る
所
存
で
す
。

　

太
刀
魚
の
水
揚
げ
の
減
少
に
伴

い
、
専
業
者
も
少
な
く
な
り
ま
し

た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
の
食
文

化
を
多
く
の
方
に
広
め
て
い
く
事

が
こ
れ
か
ら
の
使
命
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

【�
支
援
者
（
吉
田
三
間
商
工
会
：

土
居
経
営
指
導
員
）
の
声
】

　

災
害
に
よ
り
、
現
場
で
の
復
旧

は
出
来
な
く
な
り
、
店
舗
移
転
を

計
画
さ
れ
た
。
当
補
助
金
を
活
用

し
、
新
た
に
国
道
沿
い
に
新
店
舗

飲
食
店
を
開
業
さ
れ
た
。今
後
も
、

吉
田
名
物
「
太
刀
魚
巻
き
」
の
普

及
活
動
を
行
っ
て
頂
く
と
と
も

に
、
よ
り
い
っ
そ
う
の
発
展
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

商工会WEBセミナーのご案内

　愛媛県商工会連合会のホームページからご利用いただけます。
お好みのセミナーをご視聴いただけます。

ご利用方法

【
専
用
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
】

①下記のQRコードを読み取り
②ご利用の際は、IDとパスワードが必要となります。
　地元の商工会へお問い合わせください。

約500タイトルのセミナーが無料でご覧いただけます 「相続（事業継承）」、「介護・医療」、「生涯生活設計講座」
をはじめとしたコンテンツがあるなかで、今回、「介護・医
療セミナー」をご案内します。

もし自分が働くことができなくなったらどうなるのか？介
護状態になったときに受けられる制度やかかる費用など、
医療全般の現状とともに理解を深めます。

■介護が必要になった原因
■誰が介護をしているの？
■在宅介護の大変さ
■要介護認定を受けるには…
■在宅でのサービス利用の具体例
■介護の資金をまかなう手段
■リスクへの対応法
■入院日数は何日ぐらい？
■入院時の自己負担費用
■先進医療
■入院費をまかなう手段

介護・医療セミナー

商工会会員向け
　セミナーのご案内

お問い合わせは、最寄りの商工会まで

参加費
無料

豪
雨
災
害
か
ら
の
復
興
の
槌
音
が
響
く
③

～「
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
」
活
用
事
例
～

被災した店舗

被災した設備

新設した店舗

商
工
会
の
支
援
制
度
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

商
工

会
だ

よ
り

-P
D

F
作

成
用
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平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
付

新
規
採
用

○
事
務
局
長
（
７
名
）

○
経
営
支
援
員
（
８
名
）

異　

動

○
経
営
指
導
員
（
５
名
）

　

し
ま
な
み
商
工
会　

　
　

澤
岻　

尚
哉

（
し
ま
な
み　

経
営
支
援
員
）

　

松
前
町
商
工
会

　
　

松
下　
　

光

（
中
島　

経
営
支
援
員
）

　

連
合
会

　
　

大
嶋　

哲
矢

（
久
万
高
原
町　

経
営
支
援
員
）

　

連
合
会

　
　

武
田　

晃
典

（
越
智　

経
営
支
援
員
）

　

連
合
会

　
　

門
多　

紀
則

（
愛
南
町　

経
営
支
援
員
）

○
経
営
支
援
員
（
５
名
）

　

越
智
商
工
会

　
　

真
木　

あ
き （
周　

桑
）

　

久
万
高
原
町
商
工
会

　
　

日
野
由
香
里 （
東
温
市
）

　

内
子
町
商
工
会

　
　

山
下　

和
美 （
長
浜
町
）

　
　

川
本　

啓
美 （
連
合
会
）

　

西
予
市
商
工
会

　
　

時
安　

綾
彌 （
松
前
町
）

退　

職
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
付

○
事
務
局
長
（
７
名
）

　

十
亀　

直
敏 （
周　

桑
）

　

豊
嶋　
　

博 （
越　

智
）

　

久
保　

元
英 （
双
海
中
山
）

　

松
岡　

成
良 （
長
浜
町
）

　

宮
本　

雅
三 （
保
内
町
）

　

宇
都
宮
邦
彦 （
伊
方
町
）

　

長
谷　

信
昭 （
松
野
町
）

○
経
営
指
導
員
（
４
名
）

　

池
田　
　

潔 （
し
ま
な
み
）

　

中
村　

隆
司 （
松
前
町
）

　

山
内　

久
志 （
連
合
会
）

　

亀
岡　

信
行 （
連
合
会
）

○
経
営
支
援
員
（
２
名
）

　

古
都
喜
久
子 （
内
子
町
）

　

古
田　

洋
子 （
内
子
町
）

※
（　

）
内
は
異
動
前
商
工
会
名

人
事
異
動

東温市商工会
経営支援員
西本　遼司

連合会
経営支援員
宮岡　知熙

保内町商工会
事務局長
関岡　寿登

周桑商工会
経営支援員
大内　　誠

松前町商工会
経営支援員
正金　秀夫

しまなみ商工会
経営支援員
森田　康裕

長浜町商工会
経営支援員
西﨑美佳子

双海中山商工会
事務局長
森田　誠司

中島商工会
経営支援員
西岡　光駆

愛南町商工会
経営支援員
壽山　実紀

長浜町商工会
事務局長
脇本　昌彦

伊方町商工会
事務局長
門田　光和

松野町商工会
事務局長
武田　豊明

周桑商工会
事務局長
山下　建樹

越智商工会
事務局長
新居田昌彦 商

工
会
の
提
供
す
る
事
業
を
活
用
し
て
、
地
域
振
興
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

商
工

会
だ

よ
り
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D
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